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市
民
の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
令
和
元
年
6
月
27
日
に
開
催

さ
れ
た
理
事
会
に
お
い
て
、
嘉
麻
市
社
会
福

祉
協
議
会
会
長
に
選
定
さ
れ
、
重
責
を
担
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
坂
田
で
す
。
微
力
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い
る

所
存
で
す
の
で
、
前
会
長
同
様
の
ご
指
導
ご

鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
さ
て
、
私
は
平
成
24
年
か
ら
約
7
年
間
、

本
会
の
監
事
と
し
て
財
務
諸
表
や
実
施
事

業
、
法
人
運
営
な
ど
を
監
査
す
る
立
場
に
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
社
協
の
活
動
は
独

自
事
業
や
受
託
事
業
な
ど
幅
広
く
取
り
組
ん

で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
財
政
基
盤
が
脆

弱
で
あ
り
、
ま
た
、
市
民
の
皆
様
、
行
政
、

福
祉
施
設
・
団
体
、
関
係
機
関
な
ど
に
支
え

ら
れ
、
連
携
・
協
働
が
あ
っ
て
こ
そ
の
組
織

で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
し
た
。

　
今
日
の
社
会
福
祉
は
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
・

子
ど
も
な
ど
の
縦
割
り
の
中
で
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
き
た
シ
ス
テ
ム
を
転
換
し
、
一
体

的
な
支
援
を
目
指
す「
地
域
共
生
社
会
」の
実
現

に
向
け
て
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
自

治
体
に
お
い
て
は
滞
り
が
ち
な
地
域
づ
く
り

を
地
域
住
民
が「
我
が
事
」と
し
て
取
り
組
め
る

仕
組
み
を
作
っ
て
い
く
こ
と
、
困
り
ご
と
の

相
談
を「
丸
ご
と
」受
け
止
め
る
総
合
相
談
体

制
を
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
当
然
、
地
域
福
祉
を
推
進
す
る

中
核
的
な
団
体
と
し
て
、
本
会
も
そ
の
一
翼

を
担
う
必
要
が
あ
る
と
も
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
本
会
は
、
平
成
27
年
度
に「
孤
か
ら
個
へ
、

個
か
ら
地
域
へ
」と
い
う
活
動
方
針
を
掲
げ

て
、
ま
ず
は
そ
の
人
が
抱
え
る
困
り
ご
と
に

し
っ
か
り
寄
り
添
い
、
そ
こ
か
ら
そ
の
困
り

ご
と
を
個
人
の
問
題
で
終
わ
ら
せ
ず
、
地
域

の
問
題
と
し
て
捉
え
て
、
活
動
を
展
開
し
て

い
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
も
こ

の
方
針
を
基
本
に
事
業
活
動
を
推
進
し
て
い

く
所
存
で
す
。
ま
た
、
今
年
度
末
に
は
、
法

人
事
務
所
の
移
転
も
ひ
か
え
て
お
り
ま
す
。

　
本
会
が
、
こ
れ
か
ら
も
そ
の
使
命
を
果
た

し
て
い
く
た
め
に
は
、
役
員
及
び
職
員
が
一

丸
と
な
っ
て
精
一
杯
の
努
力
を
重
ね
る
と
と

も
に
、市
民
の
皆
様
、行
政
、福
祉
施
設
・
団
体
、

地
域
の
諸
団
体
な
ど
と
の
連
携
・
協
働
関
係

は
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
、
皆
様
方
の
な
お
一
層
の
ご
理
解

と
ご
協
力
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
、
会
長
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

総　　　合

役職名 選出区分 所属団体氏　名

会　長

副会長

〃

理　事

〃

〃

〃

〃

〃

〃

監　事

〃

坂田　　勲

野見山利三

芹野　彌生

坂田　雅量

村上　曙生

大山　征男

古賀　稲子

石川　穎子

野見山桂子

大森　成順

北冨　真治

坂口　清春

深町　俊一

中野　勝己

稲築地域福祉推進委員会

嘉穂地域福祉推進委員会

碓井地域福祉推進委員会

山田地域福祉推進委員会

嘉麻市行政区長連合会

山田障がい者を持つ家族の会トロッコの会

嘉穂ボランティアともしび会

かま福祉ネットワーク委員会

嘉麻市民生委員児童委員協議会

嘉麻市福祉事務所　子育て支援課

学識経験者

地域福祉推進委員会選出

地域福祉推進委員会選出

地域福祉推進委員会選出

地域福祉推進委員会選出

住民組織の代表的性格団体・組織

当事者団体の代表的性格団体・組織

ボランティア活動を行う代表者、団体・組織

社会福祉施設等の社会福祉事業を経営する団体の代表者

民生委員・児童委員

行政職員

学識経験者

社会福祉事業について学識経験を有する者

財務諸表等を監査しうる者

選出区分 所属団体氏　名

小中学校ＰＴＡ連合会

社会福祉行政関係者

服部　聖志

堀田　　晶

嘉麻市小中学校ＰＴＡ連合会

嘉麻市福祉事務所　子育て支援課

令和元年6月26日に開催された第3回定時評議員会で新理事・監事が選任され、6月27日に開催された第66回理事会におい
て会長・副会長が選定されました。
任期：令和元年6月26日から令和2年会計年度にかかる定時評議員会の終結の時まで  （令和3年6月開催予定）

令和元年6月20日に開催された第3回評議員選任・解任委員会において2名の方が評議員に選任されました。
任期：令和元年6月20日から令和2年会計年度にかかる定時評議員会の終結の時まで  （令和3年6月開催予定）

新理事・監事・評議員の紹介

※敬称省略

※敬称省略

連
携
と
協
働
に
よ
り
、

　
　
地
域
共
生
社
会
の

　
　
　
　
実
現
を
め
ざ
す

社
会
福
祉
法
人 

嘉
麻
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　   

会 

長
　
坂
田
　
勲

会
長
就
任
の
ご
挨
拶
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社会問題

　最近の虐待に関するニュースを見ていると、「し

つけ」や「体罰」といった言葉をよく聞きます。親は、

「しつけ」として何でもしていいのでしょうか？

　民法820条では、親権は、「子の利益のため」の

監護・教育する権利であると明記されています。

民法822条で定められる懲戒も、監護・教育に必

要な範囲に限られます。児童虐待防止法では、民

法820条を超えて懲戒をしてはならないとされて

います。不当に治療を受けさせない、暴力、学校

に通わせないといった行為は、親権の正当な行使

とはいえず、虐待にあたります。緊急性が高くなっ

たり、虐待が繰り返されれば、「一時保護」や「施設

入所措置」により、親子の分離が図られます。

　他方で、平成28年の改正児童福祉法では、子ど

もの権利条約の理念にのっとり、「児童が家庭にお

いて心身ともに健やかに養育」することを第一に考

えることが明記されました（3条の2）。平成29年8

月に出された【新しい社会的養育ビジョン】におい

ては、親子分離が図られた場合も、できるだけ家

庭的養育が必要という考えが示されています。仮

に親子分離をしたとしても、それだけでは虐待の

問題は解決しません。子どもや親への支援は続き

ます。

　令和元年6月26日に、児童虐待防止対策の強化

を図るための児童福祉法等の一部を改正する法律

が公布されました（一部を除き令和2年4月1日施

行）。体罰の禁止、児童相談所の体制強化や関係機

関の連携が定められました。また、子どもの意見

表明権を保障する仕組みの構築を目指すことも定

められました（子どもアドボカシー）。虐待対応は、

子どもを守るためではありますが、子どもの声を

置き去りにはできません。

　みんなで手を取り合って、子どもが安心し、笑

顔で暮らせる地域を作っていきましょう。

　第2回目は、日頃から児童虐待のみならずい
じめや非行など、子どもに関する相談を幅広
く受けつける飯塚法律事務所の楠田瑛介弁護
士に、児童虐待に関する法律や「しつけ」につ
いての法的な考え、最近の法律改正について
寄稿いただきました。

シリーズ

②
児童虐待に関する法律や
しつけについて考える
児童虐待に関する法律や
しつけについて考える

児童虐待を少しでも
減らしていくためにできることは…
児童虐待を少しでも
減らしていくためにできることは…

くす   だ     えい  すけ

虐待の定義については、【児童虐待の防止に関する法律】や社協だよりNo.158「シ
リーズ①」に書かれています。また、児童相談所は、「一時保護」をしたり、「施設入所」
を決めたりします。そのことは、【児童福祉法】に書かれています。法律以外にも、
法律の具体的な運用に関する【通知】や法律改正について説明も【ポイント】と
してまとめられています。厚生労働省の児童虐待防止対策のページに最新の情報
が載っていますので、チェックしてみてください。
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総　　　合

平成30年度の事業報告及び収支決算報告については、6月13日の理事会で承認
され、6月26日の定時評議員会で議決されました。

●会議
　・会長・副会長会議の開催　9回
　・理事会の開催　4回
　・定時評議員会の開催　1回　・評議員会の開催　2回
　・評議員選任・解任委員会の開催　1回
　・苦情解決第三者委員会の開催　1回
　・内部監査の実施　1回　・外部監査の実施　13回
●市民生活に密着した事業の推進
　・チャイルドシートの貸出　59件
　・紙おむつ宅配事業の実施　利用者数　12人
　・福祉機器（車いす）貸出　48件
　・空き家管理住まいるサービス
　　管理家屋　10軒
●その他の事業活動
　・バス待合所の管理　35ヵ所
●アルミ缶等リサイクル事業
　・総量　2,560㎏

法人運営部門
●相談件数　3,200件
●日常生活自立支援事業の基幹的社協
　（飯塚市・嘉麻市・桂川町）としての事業
　推進
　・新規契約件数　23件　利用者数　88人
　・書類等預かりサービスの実施
　　新規契約件数　5件　利用者数　23人
●本会独自の地域福祉権利擁護事業
　及び権利擁護支援の実施
　・金銭管理・生活支援サービスの
　　実施
　　新規契約件数　1件　利用者数　20人
　・財産保管サービスの実施
　　新規契約件数　1件
　　利用者数　3人
●その他権利擁護支援の実施
　・権利擁護支援運営委員会の開催　4回
●法人後見等の実施及び積極的受任
　・財産管理、身上監護の実施
　　受任者数　6人　支援回数　170回
　・定期監査の実施　4回

かま権利擁護センター

●相談件数　845件
●現在つながることができている
　ご本人・ご家族への支援状況
　・フリースペースの開催（寄ってこハウス）
　　開設回数　47回
　　延べ参加者数　158人
　・家族の集い定例会の開催
　　（寄ってこハウス）
　　回数　11回　延べ参加者数　49人
●ひきこもりに関する啓発事業
　・ひきこもりについての勉強会の
　　開催　1回
　　参加者数18人

かまひきこもり
相談支援センター

●総合相談の充実
　・福祉なんでも相談の受け付け　1,438件
　・弁護士による法律相談　24件
　・心配ごと相談　6件
●会員の募集及び拡充
　・会員数 1,307件 
●地域福祉部の拡充・活動支援
　・地域福祉部に対する活動助成件数
　　17件（稲築地区）
　・福祉推進員会の開催　6回　延べ出席者数111人
　・福祉推進員代表者会の開催　6回　延べ出席者数26人
●ふれあい・いきいきサロンの拡充・活動支援
　・ふれあい・いきいきサロン　34ヵ所
●地域支えあい事業の推進
　・地域支えあい事業の推進
　　利用件数　62件
●社会福祉法人の社会貢献活動を
　広げるための事業推進
　・かま福祉ネットワーク会議の開催　
　　参加者　17施設延べ68人
　・社会貢献活動に取り組むための話し合い　3回
●広報活動の推進
　・広報紙「えがお」の発行　発行回数　12回
　・ホームページでの情報の発信　アクセス数　4,619件
　・ブログでの情報発信　384回
●在宅介護者の集い
　・在宅介護者の集い　定例会　11回　
　　延べ参加者数　75人
　・認知症家族の集い　定例会　12回　
　　延べ参加者数　26人
●共同募金運動への協力
　・街頭募金、戸別募金、職域募金、法人募金への協力

地域福祉活動推進部門

平成30年度　主な事業報告・収支決算報告

かま生活支援・相談センター（コミュニティーワークセンター）

かま権利擁護センター

かまひきこもり
相談支援センター

かま生活支援・相談センター（コミュニティーワークセンター）
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●介護保険事業の推進
　・居宅介護支援事業の実施
　　延べ利用者数　391人
　・介護予防居宅介護支援事業の実施
　　延べ利用者数　102人
　・訪問介護事業の実施
　　延べ利用者数　184人
　・介護予防訪問介護事業の実施
　　延べ利用者数 　254人
●障害者自立支援事業の推進
　・障がい者居宅介護事業
　　（H30年9月末で廃止）
　　延べ利用者数　61人
　・障がい者同行援護事業
　　延べ利用者数　38人
　・障がい者移動支援事業
　　延べ利用者数　6人

在宅福祉推進部門
●相談件数　1,881件
 ・自立に向けた働きかけ
　継続相談・支援回数　1,045回
 ・支援プランの策定
　自立支援プラン　28件　家計改善支援プラン　4件
●支援調整会議の開催　11回
●就労支援
 ・情報提供　38回　就労につながった件数　2件
●家計改善支援事業に関することの相談　6件
 ・自立に向けた働きかけ　継続相談・支援回数　120回
●生活福祉資金貸付事業
 ・相談件数622件　貸付件数50件
　貸付総額16,797,000円
●フードバンク事業
 ・食品及び物品の協力件数　34件
 ・食品を提供した延べ回数　33回
　物品を提供した延べ回数　4回
　物品を貸出した延べ回数　1回
●無料職業紹介所
 ・常用求人登録件数　83件
 ・求職登録者数　16人　就労につながった方　3人
●その他　
 ・第5回生活困窮者自立支援　全国研究大会への参加

かま自立相談支援センター

●相談件数　403件
●ボランティア活動に関するコーディネート
　・15施設（団体）　活動参加者　81人
●ボランティア保険への加入促進
　・ボランティア活動保険　加入者数　441人
　・ボランティア行事用保険　加入件数　48件
●ボランティア部会の開催　3回
●ボランティア・市民活動センター
　運営委員会の開催　1回
●災害ボランティアセンターの立ち上げと取り組み状況
　・期間　平成30年7月9日～8月10日　
　・活動延べ人数　755人
　・登録ボランティア
　　個人ボランティア285人、14団体
　　かま福祉ネットワーク委員会より8法人
　・災害におけるボランティア活動保険加入者数　191人
　・災害ボランティアを必要としたニーズ　27件
　・活動を行った件数　25件
●その他
　山口県周防大島町へ支援物資の提供

かまボランティア・市民活動センター

平成30年度　主な事業報告・収支決算報告

●受託事業の推進
　・配食サービス事業　延べ利用者数　2,931人
　　延べ配食数　60,815食
　　朝食延べ提供数　6,577食
　・生活管理指導員派遣事業
　　月平均利用者数　6.9人

受託事業管理運営部門

●指定管理施設の管理・経営
　・山田ふれあいハウスの管理及び利用促進
　　開所日数　354日　延べ利用者数　6,171人
　・山田ふれあいハウス会議室の利用促進
　　利用回数　73回　延べ利用者数　464人
　・子育てリユースセンターの開設
　　延べ利用者数　647人　寄付物品数　6,765点

福祉施設等管理・経営部門

かま自立相談支援センター

かまボランティア・市民活動センター
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平成30年度決算（資金収支計算書）平成30年度決算（資金収支計算書）
総合・社会

●事業活動による収支
収入
　会費収入
　寄附金収入
　経常経費補助金収入
　助成金収入
　受託金収入
　事業収入
　介護保険事業収入
　障害福祉サービス等事業収入
　受取利息配当金収入
　その他の収入
　事業活動収入計
支出
　人件費支出
　事業費支出
　事務費支出
　助成金支出
　負担金支出
　その他の支出
　事業活動支出計
事業活動収支差額

1,307,000
2,530,500
39,827,600

91,394
66,491,497
31,427,739
16,037,580
3,307,470
74,336

3,979,077
165,074,193

127,911,763
38,043,588
5,947,744
2,074,860
528,000
49,510

174,555,465
△ 9,481,272

●施設整備等による収支

●その他の活動による収支

収入
　固定資産売却収入
　施設整備等収入計
支出
　固定資産取得支出
　施設整備等支出計
施設整備等収支差額　

4,784
4,784

152,604
152,604

△ 147,820

収入
　その他活動による収入
　その他の活動収入計
支出
　積立資産支出
　その他の活動による支出
　その他の活動支出計
その他の活動収支差額

17,780,250
17,780,250

71,569
3,766,530
3,838,099
13,942,151

0
4,313,059
27,715,261
32,028,320

●予備費
●当期資金収支差額合計
●前期末支払資金残高
●当期末支払資金残高

（単位：円）

　
7
月
13
日（
土
）、
稲
築
住
民
セ
ン
タ
ー

に
て
2
0
1
9
年
度
心
配
ご
と
相
談
員
研

修
会
を
開
催
し
、
心
配
ご
と
相
談
員
や
か

ま
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会
か
ら
27
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
会
で
は
、
誰
に
も
打
ち
明

け
ら
れ
ず
に
悩
み
苦
し
ん
で
い
る
人
た
ち

の
側
で
、
24
時
間
年
中
無
休
で
相
談
を
受

け
付
け
て
い
る
社
会
福
祉
法
人 

福
岡
い

の
ち
の
電
話
　
教
育
委
員
会
委
員
長
の
松

尾
公
孝
さ
ん
に
、「
傾
聴
と
共
感
的
理
解

〜
相
談
者
を
よ
り
理
解
す
る
た
め
に
〜
」

を
テ
ー
マ
に
話
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
相
談
者
は
自
分
の
悩
み
を
話
す
か
ど
う

か
を
、
30
秒
で
決
め
る
そ
う
で
す
。
声
の
出

し
方
や
話
を
聞
く
際
の
姿
勢
、
間
の
取
り

方
な
ど
、
相
談
者
の
顔
が
見
え
な
い
か
ら

こ
そ
、
特
に
気
配
り
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

相
槌
を
う
ち
リ
ピ
ー
ト
を
繰
り
返
し
な
が

ら
、
困
り
な
が
ら
も
ど
う
や
っ
て
乗
り
越

え
て
き
た
の
か
、
ど
う
し
た
ら
う
ま
く

い
っ
た
の
か
を
話
し
て
も
ら
い
ま
す
。
そ

の
中
で
ス
ト
ー
リ
ー
で
は
な
く
、
気
持
ち

に
焦
点
を
当
て
て
、
相
談
者
が
言
い
た
い

こ
と
を
ま
と
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
相
談
者
の
言
葉
や
気
持
ち
に
耳
を
傾

け
、
年
齢
と
経
験
を
尊
重
し
つ
つ
対
応
す

る
。
時
に
は
自
分
の
意
見
を
話
す
こ
と
も

あ
る
が
、
決
し
て
自
分
の
意
見
や
気
持
ち

を
押
し
つ
け
ず
、
相
手
の
価
値
観
を
大
切

に
す
る
。
相
談
を
受
け
る
自
分
の
対
応
を
、

客
観
的
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
大
切
だ

と
学
び
ま
し
た
。

　
本
会
で
受
け
て
い
る
市
民
の
み
な
さ
ん

か
ら
の
相
談
は
、
電
話
や
来
所
の
場
合
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。
今
日
学
ん
だ
こ
と
を
大

切
に
し
、
一
人
ひ
と
り
の
思
い
に
寄
り

添
っ
た
相
談
対
応
を
心
が
け
た
い
と
思
い

ま
す
。

〜
こ
こ
ろ
に
寄
り
添
う
話
の
聴
き
方
〜

ま
つ

　
お
　
き
み
た
か

2
0
1
9
年
度
　
心
配
ご
と
相
談
員
研
修
会



えがお 8月号07

～三菱第一行政区～

地　　　域

健康づくりから見守り活動へ健康づくりから見守り活動へ

　三菱第一行政区にお住いの吉留千惠子さんに話を伺いました。吉留さんは、10年ほど前まで、
自宅で車の部品を作る仕事をしていました。同じ仕事をする方が自然と集まるようになり、一緒に
作業をしたり、持ち寄ったおかずを分け合い、昼ご飯を食べたりしたそうです。今でも、当時のメ
ンバーやご近所さんが集まって、おしゃべりを楽しんでいます。
　その中で、「体調がすぐれない」「けがをして困っている」など、たくさんの情報が集まります。
できることはお互いに助け合い、解決できない困りごとは、行政区長につないで地域のみんなで考
えるなど、自然な形で助け合いの仕組みがで
きています。
　また、三菱第一行政区では、昨年の災害を
教訓に、自主防災組織を立ち上げています。
九州南部で豪雨による被害が報道された日
も、みんなで土のうをつくり、2カ所ある集
会所に準備し、気になる方に声をかけ合いま
した。
　日頃の顔の見える関係づくりがいざという
時の安心にもつながっています。

　鴨生町ふれあいラジオ体操は、平成28年度に開催した協議体の勉強会で、「気軽に集まれる場所
があったらいいね」「いつまでも元気でいたいね」という声があがったのをきっかけに始まり、間も
なく4年目を迎えます。
　日曜日以外の毎朝7時30分になると、近所の10数名の方が鴨生町公民館に集まり、ラジオ体操を

しています。健康づくりのために始めた活動ですが、
登校中の子ども達とあいさつを交わしたり、体操の
帰りに一人暮らしの高齢者に声をかけたり、カラス
が散らかしたゴミを片付けたりと、新たな活動に広
がっています。
　そんな中、靴を履かず、裸足で歩いている高齢の
男性を見かけました。心配になったメンバーが交番
に相談したところ、捜索願が出ていることがわかり、
無事にご家族のもとにつなぐことができました。自
分たちの健康づくりが、地域の見守り活動にもつな
がっていることを感じているそうです。

～三菱第一
　　行政区～

～鴨生町ふれあい
　　　ラジオ体操～

みんなで解決みんなで解決誰かの困りご
とを

よし とめ　ち   え   こ
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暮　ら　し

　近くに身内がおらず、自分の判断能力が低下したときや亡くなった
ときのことを不安に感じています。今から成年後見制度の利用や終
活の準備をしたいのですが、どのような方法がありますか？

　「任意後見契約」を締結し、自分の判断能力が不十分になった時に、財産管
理や施設入所・入院の手続き等の手続き等を、誰にやってもらいたいのか決
めておくことをお勧めします。これは親族だけでなく、司法書士や弁護士等

の専門職にお願いすることもできます。その際、一緒に「死後事務委任契約」も締結し、亡くなった後に
どのような手続きをしてもらいたいかを定めておくとよいでしょう。
　いずれも「公正証書」による契約となりますので、公証役場に行き作成してもらう必要があります。

A

Q

　配偶者やご家族の方が亡くなると、残された遺族は葬儀のことや周りへの気遣いでとても忙しくなります。
　また、葬儀が終わっても、役所や金融機関などでほとんど経験のない各種届出等をしなければならず、気
が重くなりがちです。そこで今回、取り急ぎ必要な手続きをまとめてみましたので、参考にしていただけれ
ばと思います。

○年金受給権者死亡届の提出 ▼ ▼ ▼年金をもらっていた方が亡くなった場合は、年金の受給を停止する手続
きが必要です。厚生年金（10日以内）　国民年金（14日以内）
　提出先は年金事務所となりますが、国民年金の場合、死亡届と合わせて「未支給【年金・保険給付】請求書」
も一緒に提出する場合は、嘉麻市役所の担当窓口でも構いません。

○未支給年金の請求 ▼ ▼ ▼厚生年金（10日以内）　国民年金（14日以内）

○健康保険・厚生年金の被保険者資格喪失届の提出 ▼ ▼ ▼健康保険証を故人の勤務先に返却します。（5日以内）
喪失届は、会社が死亡退職手続きと合わせて行うのが一般的です。

 【嘉麻市役所の担当窓口にて】
○国民健康保険、後期高齢者医療、介護保険の資格喪失届の提出 ▼ ▼ ▼それぞれの保険証を返却します。
（14日以内）
　※個人が世帯主で、その家族も国民健康保険に加入していた場合は、世帯主を書き換えて新しい国民健康保険
　証を発行してもらう必要があります。

身近な人が亡くなった後に、
しなければならない諸手続き…
まずは「14日以内」が目安です

○住民票の世帯主変更 ▼ ▼ ▼故人が世帯主だった場合に必要となります。（14日以内）

○葬祭費・埋葬料の申請 ▼ ▼ ▼国民健康保険や後期高齢者医療制度、健康保険に加入していた人が亡くなった
場合には、葬儀を行った人（喪主または施主）に葬祭費もしくは埋葬料が葬儀費用の一部として支給されます。
（2年以内）
　 葬祭費  申請先　嘉麻市役所の担当窓口　申請できる人　葬儀を行った喪主または施主
　 埋葬費  申請先　故人の勤務先を管轄する健康保険組合　申請できる人　生計を維持されていて埋葬を
　　　　　　　　　行った人
○公共料金などの支払い口座の変更 ▼ ▼ ▼（できるだけ速やかに）

成年
後見
成年
後見
Q&AQ&A

★年金に関すること

★世帯主の変更に関すること

★その他に関すること

★健康保険・国民健康保険・後期高齢者医療・介護保険に関すること



えがお 8月号09

《開催日》 令和元年6月13日（木）
【議案第199号】 平成30年度事業報告及び収支決算について　監査報告
【議案第200号】 事務局長の任命について
【議案第201号】 規程等の一部改正について
【議案第202号】 評議員補欠選任候補者の推薦について
【議案第203号】 定時評議員会の開催について
【報告第53号】次期理事・監事被推薦者について

飛鳥会館　南斎場　　　　☎42-4241　セレモニーホール　おおつか　☎52-1212
善光会館　稲築会場　　　☎83-5000　きど葬祭やまさ碓井斎場　　　☎62-4499
おかむら葬祭岡村会館　　☎42-4420

嘉麻市社会福祉協議会指定葬祭
場は、（有）かほ葬祭あじさい会
館を含め、市内に6カ所あります。

法人運営 INFORMATION

第65回理事会

≪開催日≫ 令和元年6月27日（木）
【議案第204号】　会長及び副会長の選定について
【議案第205号】　各種委員会の委員選出について

第66回理事会

嘉麻市西郷150-1
☎（0948）62-5566

（
有
）か
ほ
葬
祭

あ
じ
さ
い
会
館

指
定
葬
祭
場
紹
介

　精神疾患を発症した人の家族は、どうすればよいのか途方にくれて
しまいます。しかし差別や偏見を恐れて誰にも相談できず地域から孤
立し、家族の内に疲労が蓄積されていきます。
　私たち精神障害者家族会はこのような現状を何とかしたいと願い、
「家族による家族学習会」を次のように開催します。
日　　時：令和元年8月10日、9月14日、10月12日、11月9日、　　
　　　　　12月14日　各回13：30～16：30
場　　所：サン・アビリティーズいいづか多目的室
　　　　　(飯塚市柏の森956-4)
参 加 者：統合失調症など精神疾患のある方のご家族10人ほど
参加費用：1,796円(テキスト代1,296円＋参加費500円)
主催：嘉飯山地区精神障害者家族会いずみ会
共催：公益社団法人　福岡県精神保健福祉会連合会
後援：飯塚市、嘉麻市、桂川町、福岡県嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所
連 絡 先：嘉飯山地区精神障害者家族会いずみ会事務局
電話/FAX：0947-45-1876(担当：辻田)

　サンコーケアライフ主催、恒例
の「ふれあいまつり」です。まつり
のテーマは「笑顔　広がる秋祭り」
です！
　舞台での催し物・露店・ゲームコー
ナー・入居者様の作品展示・バザー
コーナー等地域の皆様・入居者様、
沢山の方々に楽しんで頂ける内
容を企画しました。是非是非、
ふれあいまつりにご来場下さい。
日時：令和元年10月12日(土)
　　11時30分～13時00分
場所：ライフステイ
　　　いなつき駐車場
お問い合わせ：☎0948-42-7585
　　　　　　　　(担当　藤嶋)

　
あ
じ
さ
い
会
館
で
は
「
少
額
短
期
保
険
」

の
取
り
扱
い
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　「
少
額
短
期
保
険
」
と
は
、「
少
額
」「
短
期
」

と
い
う
名
前
の
と
お
り
、
保
険
金
額
が
少
額

で
、
保
険
期
間
が
短
い
新
し
い
タ
イ
プ
の
保

険
商
品
で
す
。

弊
社
が
取
り
扱
っ
て
い
る
葬
儀
保
険
「
千
の

風
」
は
、
葬
儀
費
用
を
保
険
で
準
備
す
る
と

い
う
新
た
な
発
想
の
も
と
に
作
ら
れ
た
保
険

商
品
で
す
。

※

新
規
加
入
年
齢
85
歳
ま
で

　
詳
し
い
内
容
を
お
聞
き
に
な
り
た
い
方
は
、

会
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
ま
せ
。

インフォメーション

《開催日》 令和元年6月26日（水）
【議案第88号】
平成30年度事業報告及び収支決算に
ついて　監査報告
【議案第89号】
次期理事・監事の選任について

第3回定時評議員会

≪開催日≫ 令和元年6月20日（木）
【内容】
補欠評議員候補者についての審議及び
議決

第3回評議員選任・解任委員会

「家族による家族学習会」5回連続講座
の参加者を募集します。 「ふれあいまつり」

イベント情報イベント情報

牛隈
郵便局

道の駅
うすい

下山田
　　→

大
隈
↓

大
隈
↓

←
桂川

遠
賀
川

牛隈小

↑飯
塚

211

牛隈

西
郷
橋

（有）かほ葬祭
あじさい会館
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在
宅
介
護
者
の
集
い

嘉
麻
市
認
知
症
家
族
の
会

ひ
き
こ
も
り
家
族
の
集
い

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

【
漆
生
本
村
】

 

　
　
親
族
　
野
見
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靖
　
子
　
様

　
　
　
故
　
野
見
山
　
　
　
光
　
様

【
漆
生
南
部
】

 

　
　
親
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寒
　
林
　
八
惠
子
　
様
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寒
　
林
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様

【
鴨
生
第
一
】

 

　
　
親
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梅
　
根
　
美
江
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様

　
　
　
故
　
梅
　
根
　
健
次
郎
　
様

【
飯
田
】

 

　
　
親
族
　
鬼
　
丸
　
和
　
久
　
様

　
　
　
故
　
鬼
　
丸
　
千
枝
子
　
様

 
　
　
親
族
　
松
　
隈
　
良
　
文
　
様

　
　
　
故
　
松
　
隈
　
ア
ヤ
子
　
様

【
下
臼
井
西
】

 

　
　
親
族
　
田
　
中
　
堅
　
士
　
様

　
　
　
故
　
田
　
中
　
健
　
次
　
様

【
井
土
】

 

　
　
親
族
　
𠮷
　
國
　
喜
野
江
　
様

　
　
　
故
　
𠮷
　
國
　
冨
治
雄
　
様

【
熊
ヶ
畑
第
一
】

 

　
　
親
族
　
大
　
里
　
弥
　
生
　
様

　
　
　
故
　
大
　
里
　
　
　
學
　
様

【
百
々
谷
】

 

　
　
親
族
　
花
　
田
　
敏
　
美
　
様

　
　
　
故
　
梅
　
根
　
利
　
　
　
様

【
神
幸
】

  

　
　親
族
　
植
　
上
　
禮
　
子
　
様

　
　
　
故
　
植
　
上
　
恒
次
郎
　
様

 

　
　
親
族
　
松
　
岡
　
宏
　
明
　
様

　
　
　
故
　
松
　
岡
　
サ
ト
子
　
様

【
下
宮
】

 

　
　
親
族
　
本
　
岡
　
サ
ナ
エ
　
様

　
　
　
故
　
石
　
田
　
シ
ゲ
コ
　
様

【
木
城
】

 

　
　
親
族
　
樋
　
口
　
龍
　
生
　
様

　
　
　
故
　
樋
　
口
　
え
り
子
　
様

【
中
央
】

 

　
　
親
族
　
石
　
塲
　
博
　
治
　
様

　
　
　
故
　
石
　
塲
　
紀
美
代
　
様

【
三
菱
第
二
】

 

　
　
親
族
　
永
　
嶋
　
三
希
夫
　
様

　
　
　
故
　
永
　
嶋
　
友
　
明
　
様

【
長
野
】

　
　
親
族
　
有
　
座
　
恵
美
子
　
様

　
　
　
故
　
有
　
座
　
壽
美
子
　
様

　
6
月
26
日
、
直
方
市
中
央
公
民

館
に
て
開
催
さ
れ
た
遠
賀
川
地
域

労
働
者
福
祉
協
議
会
第
24
回
定
期

総
会
に
お
い
て
、
福
祉
募
金
の
目

録
贈
呈
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
福

祉
募
金
は
、
労
福
協
が
毎
年
福
祉

施
設
等
に
贈
呈
す
る
募
金
で
、
今

年
度
は
本
会
が
頂
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
村
上
会
長
に
代
わ
り
目
録
の
贈

呈
を
受
け
た
渡
辺
次
長
は
、「
こ

の
貴
重
な
浄
財
を
、
市
民
に
有
効
に

還
元
す
る
た
め
、
本
会
が
3
6
5

日
実
施
し
て
い
る
配
食
サ
ー
ビ
ス

の
冷
凍
冷
蔵
庫
が
15
年
以
上
経
過

し
て
い
る
た
め
、
買
い
替
え
を
さ

せ
て
頂
き

ま
す
」と
、

感
謝
の
意

を
伝
え
ま

し
た
。

と　き:8月1日(木)13:00～16:00
ところ:山田ふれあいハウス
と　き:9月19日(木)13:00～16:00
ところ:稲築住民センター
と　き:10月3日(木)13:00～16:00
ところ:山田ふれあいハウス

8月14日(水)13:00～15:00
8月28日(水)13:00～15:00
9月11日(水)13:00～15:00
9月25日(水)13:00～15:00
10月9日(水)13:00～15:00
10月23日(水)13:00～15:00

※法律相談は予約が必要です。先着順となって
　いますので、お早目にお申し込みください。

と
　
き

※心配ごと相談の会場はいずれも
　稲築住民センターです。

8
月
・
9
月
・
10
月
の

総
合
相
談

法律相談 心配ごと相談

在
宅
介
護
者
の
集
い

　
在
宅
で
介
護
を
さ
れ
て
い
る
方
々
が
、
い
ろ
ん
な
情
報
交
換
を
つ

う
じ
て
、
楽
し
く
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
ま
す
。

〇
8
月
8
日（
木
）、
10
月
10
日（
木
）

　
稲
築
住
民
セ
ン
タ
ー
に
て
　（
岩
崎
1
1
4
3
番
地
3
）

〇
9
月
13
日（
木
）

　
山
田
ふ
れ
あ
い
ハ
ウ
ス
に
て（
上
山
田
5
0
2
番
地
6
）

　
※
時
間
は
い
ず
れ
も
13
時
〜
15
時
ま
で
で
す
。

嘉
麻
市
認
知
症
家
族
の
会

　
認
知
症
の
方
を
介
護
し
て
い
る
ご
家
族
が
集
ま
り
、
お
互
い
の
体

験
や
情
報
交
換
を
し
て
い
ま
す
。

〇
8
月
24
日（
土
）、
9
月
28
日（
土
）、
10
月
26
日（
土
）

　
山
田
ふ
れ
あ
い
ハ
ウ
ス
に
て（
上
山
田
5
0
2
番
地
6
）

　
※
時
間
は
13
時
30
分
〜
15
時
ま
で
で
す
。

ひ
き
こ
も
り
家
族
の
集
い

　
ひ
き
こ
も
り
の
家
族
を
持
た
れ
て
い
る
方
々
と
、
い
ろ
ん
な
悩
み

を
話
し
た
り
、
情
報
交
換
を
し
て
い
ま
す
。

〇
8
月
29
日（
木
）、
9
月
26
日（
木
）、
10
月
31
日（
木
）

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

　
家
か
ら
一
歩
外
に
出
て
自
由
に
過
ご
せ
る
居
場
所
で
す
。
特
に
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
あ
り
ま
せ
ん
。
毎
週
木
曜
日
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

〇
8
月
8
日（
木
）、
22
日（
木
）、
29
日（
木
）

〇
9
月
5
日（
木
）、
12
日（
木
）、
19
日（
木
）、
26
日（
木
）

〇
10
月
3
日（
木
）、
10
日（
木
）、
17
日（
木
）、
24
日（
木
）、
31
日（
木
）

　
※
ひ
き
こ
も
り
家
族
の
会
、
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
開
催
場
所
は
　

寄
っ
て
こ
ハ
ウ
ス
で
、
時
間
は
13
時
30
分
〜
15
時
30
分
で
す
。

　
　
日
時
等
が
変
更
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

《
お
問
い
合
わ
せ
先
》 

嘉
麻
市
社
会
福
祉
協
議
会

                          

☎
0
9
4
8-

4
2-

0
7
5
1

E-m
ail:tiiki@

kam
a.syakyo.com

インフォメーション・お礼

み
な
さ
ま
の
善
意
、

心
よ
り
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す

み
な
さ
ま
の
善
意
、

心
よ
り
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す

◆
香
典
返
し

福
祉
募
金
の

目
録
を

い
た
だ
き
ま
し
た

ご
案
内

香
典
返
し
・
寄
附

4
月
1
日
〜
6
月
30
日
受
付
分
　



えがお 8月号11

お　　　礼

　
東
岩
崎
　    

　
　
匿
　
　
　
名
　
様

　
熊
ヶ
畑
第
二    

　
　
山
本
ヨ
シ
子
　
様

　
上
町
　
　  

実
藤
測
量
設
計(

有)

　
様

　
上
西
郷   

　
　
め
ぐ
み
保
育
園
　
様

　
下
牛
隈
　    

　
　
匿
　
　
　
名
　
様

　
市
外
　
福
岡
県
損
害
保
険

    

　
　
代
理
業
協
会
　
筑
豊
支
部
　
様

　
嘉
麻
市
役
所
社
会
福
祉
課    

　
　
様

　
清
浄
学
園
　
　
　
　
　
　    

　
　
様

　
稲
築
地
区
公
民
館
　
　
　    

　
　
様

　
嘉
麻
市
福
祉
事
務
所
　

　
　
　    

　
　
保
護
課
　
庶
務
係
　
様

　
下
山
田
郵
便
局
　
　
　    

　
　
　
様

【
使
用
済
テ
レ
カ
】

　
石
ヶ
崎
　
石
ヶ
崎
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
様

〈
漆
生
中
央
〉
漆
生
中
央
6
組
、
新
見
慶
子
、

下
窄
ま
さ
子

〈
稲
築
才
田
〉
山
本
虎
彦
、
大
山
邦
夫
、

大
山
喜
秀
、
大
木
政
敏
、
大
木
貞
夫
、

木
下
国
光
、
奥
迫
文
男
、
向
井
愛
子
、

大
山
博
之
、
奥
迫
政
則
、
野
崎
茂
、
上

堤
マ
ツ
子
、
西
野
文
子
、
冨
﨑
静
江
、

松
尾
ヤ
ス
ミ
、
江
川
ハ
ツ
ミ
、
長
町
カ

メ
子
、𠮷
浦
孝
二
、
桑
野
英
俊
、
曽
我
部

美
枝
子
、
白
石
ツ
タ
ヱ
、
茅
野
廉
平
、

片
丘
未
喜
、
松
尾
久
士
、
松
尾
博
昭
、

東
小
野
真
弓
、
高
鍋
厚
、
柳
田
シ
ズ
、

松
尾
洋
子
、
林
照
子

〈
口
春
〉
平
田
裕
子
、
永
易
敬
行

〈
才
田
日
吉
〉
本
弘
文

〈
銭
代
坊
〉
坂
本
智
徳

〈
枝
坂
〉
永
田
義
浩
、
橋
本
増
美
、
江
頭

秀
利
、
石
川
龍
介
、
友
清
啓
子
、
広
瀬
寛
、

山
之
城
ミ
エ
コ
、
寺
田
カ
ヲ
ル
、
永
富

久
子
、那
須
勝
彦
、草
場
辰
巳
、和
田
勝
雄
、

田
中
英
美
、
清
家
治
俊
、
佐
井
美
佐
子
、

雲
井
加
代
子
、
松
本
美
奈
子
、
犬
塚
ヒ

サ
子
、
跡
部
静
代
、
宮
﨑
誠
、
土
屋
洸
二
、

草
野
忍
、
大
谷
洋
司
、
小
陳
美
登
里
、

宮
本
林
、
中
村
時
和
、
中
谷
研
一
、
有

馬
サ
ツ
ヱ
、
谷
口
信
典
、
笹
栗
孝
助
、

上
田
歌
子
、
森
章
枝
、
高
下
妙
子
、
前

橋
シ
ゲ
子
、
浅
田
清
美
、
満
田
福
二
、

橘
三
千
治
、
宮
里
璋
、
松
浦
美
好
、
辻

塚
信
幸
、白
土
猛
、和
田
優
作
、中
村
敏
幸
、

小
田
勇
男
、
東
義
隆
、
甲
木
睦
也
、
渡

邉
富
雄
、
野
上
ミ
ヤ
子
、
田
中
奈
保
美
、

中
村
修
一
、
岡
本
拓
彦
、
藤
野
學
、
西

坂
和
子
、
狩
野
節
子
、
北
崎
ト
シ
子
、

嶋
田
健
太
、
金
丸
洋
一
、
手
島
省
治
、

駒
山
弘
治
、
川
端
美
恵
、
松
岡
広
茂
、

永
田
龍
男
、
永
水
正
生
、
佐
藤
信
夫
、

塚
本
隆
文
、
北
崎
隆
、
吉
村
善
彦
、
村

松
美
代
子
、
谷
口
冨
美
枝
、
有
限
会
社

山
田
電
気
、
橋
本
玲
子

〈
熊
ヶ
畑
第
一
〉
笹
尾
シ
ズ
ヨ
、
笹
尾
実
、

丸
山
基
樹
、
大
塚
剛
史
、
笹
尾
農
幸
、

大
里
清
美
、
金
崎
文
子
、
金
崎
寛
治
、

伊
藤
潤
、
笹
尾
俊
朗
、
大
里
清
己
、
伊

藤
浅
男
、
平
嶋
ミ
ユ
キ

〈
百
々
谷
〉
矢
野
愛
子

〈
尾
浦
第
一
〉
吉
丸
モ
モ
ヱ

〈
尾
浦
第
二
〉
吉
丸
公
隆
、
吉
丸
愼
也

〈
神
幸
〉溝
口
晴
水
、樋
口
豊
、原
田
敦
子
、

原
田
豊
介
、
村
上
フ
ク
ヱ
、
村
上
曙
生
、

渡
辺
純
一
、
樋
口
毅
、
小
山
英
昭
、
渡

辺
利
子
、
長
与
泰
三
、
松
岡
宏
明
、
籾

井
百
合
子
、
植
上
礼
子
、
井
上
政
子
、

市
原
隆
志
、
中
場
キ
ヨ
子
、
小
屋
野
治
、

永
田
和
秀
、
松
岡
チ
ト
セ
、
松
岡
正
子
、

松
岡
敦
子
、
森
昌
史
、
松
岡
美
知
子
、

大
里
タ
ツ
子
、
此
経
久
仁
男
、
松
岡
ツ

ヤ
子
、
小
屋
野
恵
美
子
、
有
吉
章
代
、

植
上
芳
子
、
松
岡
チ
エ
子

〈
木
城
〉
松
尾
明
江
、
尾
田
卓
夫

〈
原
町
〉
松
岡
平
、
寺
田
和
子
、
柴
田
晴

𠮷
、
松
井
晴
枝
、
山
木
正
夫
、
國
本
美

紀
子
、
高
野
敏
寛
、
髙
倉
純
子

〈
昭
和
〉
坂
本
昭
広

〈
中
山
田
上
〉
吉
塚
仁

〈
立
石
〉
矢
野
久
紀
、
山
口
松
枝
、
府
川

文
子

〈
飯
田
〉
山
元
百
合
子

〈
上
臼
井
上
〉
坂
田
雅
量
、坂
田
マ
ス
子
、

岩
井
久
子

〈
下
牛
隈
〉
大
塚
香
代
子
、
藤
川
隆
俊

〈
西
馬
見
〉
縄
田
頴
一

〈
市
外
〉
井
東
ま
り
絵
、
原
田
亜
起
子

〈
県
外
〉
吉
村
留
美

【
新
原
】

　
　
親
族
　
沖
　
　
　
敏
　
子
　
様

　
　
　
故
　
沖
　
　
　
　
　
貢
　
様

【
大
隈
町
】

　
　
親
族
　
福
　
澤
　
光
　
一
　
様

　
　
　
故
　
福
　
澤
　
正
　
己
　
様

　
　
親
族
　
堀
　
内
　
嘉
　
子
　
様

　
　
　
故
　
堀
　
内
　
順
　
𠮷
　
様

【
中
益
】

　
　
親
族
　
上
　
田
　
千
津
美
　
様

　
　
　
故
　
上
　
田
　
静
　
生
　
様

　
　
親
族
　
武
　
田
　
キ
ヨ
ミ
　
様

　
　
　
故
　
武
　
田
　
英
　
一
　
様

【
下
益
】

　
　
親
族
　
實
　
藤
　
敏
　
秋
　
様

　
　
　
故
　
實
　
藤
　
ハ
ル
ヱ
　
様

【
上
西
郷
】

　
　
親
族
　
大
　
谷
　
ス
ミ
子
　
様

　
　
　
故
　
大
　
谷
　
幸
　
利
　
様

【
上
牛
隈
】

　
　
親
族
　
大
　
村
　
憲
　
子
　
様

　
　
　
故
　
大
　
村
　
律
　
子
　
様

【
牛
隈
北
区
】

　
　
親
族
　
豊
　
島
　
節
　
子
　
様

　
　
　
故
　
豊
　
島
　
猛
　
虎
　
様

【
大
力
】

　
　
親
族
　
村
　
上
　
信
　
子
　
様

　
　
　
故
　
村
　
上
　
義
　
照
　
様

【
東
畑
】

　
　
親
族
　
古
　
川
　
幸
　
代
　
様

　
　
　
故
　
伊
　
藤
　
チ
ズ
代
　
様

　
　
親
族
　
山
　
上
　
　
　
学
　
様

　
　
　
故
　
山
　
上
　
美
知
子
　
様

【
小
野
谷
】

　
　
親
族
　
江
　
藤
　
　
　
誠
　
様

　
　
　
故
　
江
　
藤
　
幸
　
一
　
様

　
　
親
族
　
大
　
場
　
好
　
親
　
様

　
　
　
故
　
大
　
場
　
フ
ジ
コ
　
様

【
宮
吉
】

　
　
親
族
　
田
　
中
　
　
　
久
　
様

　
　
　
故
　
田
　
中
　
ク
ニ
子
　
様

【
上
】

　
　
親
族
　
大
　
田
　
直
　
子
　
様

　
　
　
故
　
大
　
田
　
タ
ミ
ヱ
　
様

一
般
寄
附

【
市
外
】

　
　
嘉
穂
の
名
水
愛
好
者
一
同
　
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
件
）

◆
物
品
寄
附

【
子
育
て
リ
ユ
ー
ス
】

　
鴨
生
第
一    

　
　
大
和
　
亨
子
　
様

　
漆
生
東
　    

　
　
坂
本
　
真
一
　
様

　
木
城
　
　    

　
　
笹
尾
　
松
美
　
様

　
ゆ
う
ひ
が
丘    

　
内
山
　
果
林
　
様

　
長
野
　
　    

　
　
梶
嶋
　
周
介
　
様

　
飯
塚
市
　    

　
　
匿
　
　
　
名
　
様

【
ア
ル
ミ
缶
】

　
漆
生
本
村    

　
　
松
熊
　
彩
香
　
様

　
漆
生
本
村    

　
　
松
熊
　
涼
太
　
様

　
漆
生
本
村    

　
　
匿
　
　
　
名
　
様

　
漆
生
中
央    

　
　
田
中
　
茶
舗
　
様

　
漆
生
南
部    

　
　
岩
田
　
勇
治
　
様

　
漆
生
南
部    

　
　
市
原
登
志
彦
　
様

　
漆
生
南
部    

　
　
西
岡
　
博
子
　
様

　
漆
生
南
部    

　
　
西
田
　
幸
子
　
様

　
東
岩
崎
　    

　
　
和
田
　
髙
子
　
様

　
東
岩
崎
　    

　
　
松
岡
　
　
光
　
様

　
口
春
　
　    
　
　
口
春
11
組
　
　
様

　
口
春
　
　    
　
　
篠
嵜
　
哲
郎
　
様

　
口
春
　
　    

　
　
高
木
久
美
子
　
様

　
鴨
生
第
一    

　
　
渡
辺
　
勝
美
　
様

　
鴨
生
第
一    

　
　
花
村
　
和
子
　
様

　
漆
生
東
　    

　
　
匿
　
　
　
名
　
様

　
漆
生
東
　    

　
　
匿
　
　
　
名
　
様

　
銭
代
坊
　    

　
　
匿
　
　
　
名
　
様

　
六
四
田
　    

　
　
松
田
　
敏
雄
　
様

　
百
々
谷
　    

　
　
日
野
　
和
義
　
様

　
百
々
谷
　    

　
　
𠮷
元
　
悦
子
　
様

　
百
々
谷
　    

　
　
日
野
　
和
義
　
様

　
尾
浦
第
一    

　
　
山
下
　
文
江
　
様

　
尾
浦
第
二    

　
　
下
川
　
明
世
　
様

　
神
幸
　
　    

　
　
松
岡
　
敦
子
　
様

　
天
神
　
　    

　
　
愚
童
の
庵
　
　
様

　
西
川
　
　    

　
　
安
田
千
惠
子
　
様

　
下
宮
　
　    

　
　
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス

　
　
　
　
　    

　
　
　
お
お
つ
か
　
様

　
下
宮
　
　    

　
　
三
好
　
　
央
　
様

　
中
央
　
　    

　
　
稲
葉
　
幸
作
　
様

　
猪
之
鼻
　    

　
　
菊
池
　
春
政
　
様

　
石
ヶ
崎
　
石
ヶ
崎
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
様

　
下
益
　
　（
株
）冨
士
プ
ロ

　
　
　
　
　    

　
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
　
様

　
下
益
　
　    

　
　
匿
　
　
　
名
　
様

　
上
町
　
　    

　
　
広
川
　
康
子
　
様

　
上
町
　
　    

　
　
広
川
恵
理
子
　
様

　
五
日
町
　    

　
　
匿
　
　
　
名
　
様

　
上
牛
隈
　    

　
　
秋
竹
　
伸
宏
　
様

　
上
牛
隈
　    

　
　
井
坂
　
智
子
　
様

　（
有
）小
西
モ
ー
タ
ー
ス    

　
　
　
様

　
鴨
生
第
一
行
政
区
　
　
　    

　
　
様

　
嘉
麻
市
身
体
障
害
者

　
　
　    

福
祉
協
会
　
稲
築
支
部
　
様

　
鴨
生
第
二
い
き
い
き
サ
ロ
ン
　    

様

　
松
岡
自
動
車
工
場    

　
　
　
　
　
様

【
リ
ン
グ
プ
ル
】

　
漆
生
中
央    

　
　
新
見
　
慶
子
　
様

　
漆
生
中
央    

　
　
田
中
　
茶
舗
　
様

　
西
岩
崎
　    

　
　
匿
　
　
　
名
　
様

　
口
春
　
　    

　
　
高
木
久
美
子
　
様

　
鴨
生
第
一    

　
　
西
原
　
孝
子
　
様

　
鴨
生
第
一    

　
　
國
武
美
千
代
　
様

　
平
第
一
　    

　
　
山
下
　
京
子
　
様

　
平
第
一
　    

　
　
西
田
美
智
子
　
様

　
枝
坂
　
　    

　
　
森
　
　
章
枝
　
様

　
下
臼
井
東
　    

　
匿
　
　
　
名
　
様

　
六
四
田
　    

　
　
松
田
　
敏
雄
　
様

　
熊
ヶ
畑
第
二     

　
廣
瀬
　
正
明
　
様

　
尾
浦
第
二    

　
　
下
川
　
明
世
　
様

　
天
神
　
　    

　
　
愚
童
の
庵
　
　
様

　
下
宮
　
　    

　
　
三
好
　
　
央
　
様

　
木
城
　
　    

　
　
樋
口
え
り
子
　
様

　
木
城
　
　    

　
　
笹
尾
　
松
美
　
様

　
木
城
　
　    

　
　
樋
口
　
龍
生
　
様

　
大
橋
　
　    

　
　
武
田
　
悦
子
　
様

　
大
橋
　
　    

　
　
姉
川
　
亮
太
　
様

　
大
橋
　
　    

　
　
西
　
　
恵
子
　
様

　
中
央
　
　    

　
　
山
﨑
久
美
子
　
様

　
中
山
田
下    

　
　
坂
本
み
さ
子
　
様

　
中
山
田
下    

　
　
箕
田
ヤ
ヨ
イ
　
様

　
石
ヶ
崎
　
石
ヶ
崎
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
様

　
中
益
　
　
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き

　
　
　
　
　
　 

サ
ロ
ン
な
か
ま
す
　
様

　
下
益
　
　（
株
）冨
士
プ
ロ

　
　
　
　
　    
　
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
　
様

　
下
牛
隈
　    
　
　
匿
　
　
　
名
　
様

　
宮
吉
　
　    

　
　
匿
　
　
　
名
　
様

　
市
外
　
　    

　
　
匿
　
　
　
名
　
様

　
清
浄
学
園    

　
　
　
　
　
　
　
　
様

　
匿
　
　
　
名    

　
　
　
　
　
　
　
様

　
ダ
ス
キ
ン
嘉
穂    

　
　
　
　
　
　
様

　
鴨
生
第
二
い
き
い
き
サ
ロ
ン    
　
様

　（
有
）小
西
モ
ー
タ
ー
ス    

　
　
　
様

　
筑
豊
印
刷
　
　
　
　    

　
　
　
　
様

　
長
円
寺
仏
教
婦
人
会    

　
　
　
　
様

【
古
切
手
】

　
漆
生
本
村    

　
　
松
熊
　
彩
香
　
様

　
漆
生
本
村    

　
　
松
熊
　
涼
太
　
様

あ
な
た
の
会
費
が
、
社
協
の

地
域
活
動
を
支
え
て
い
ま
す

会
員
と
し
て
、
次
の
方
々
に

　
　
ご
加
入
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
敬
称
を
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

（
順
不
同
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

4
月
1
日
〜
6
月
30
日
受
付
分
　



えがお 8月号 12

嘉
麻
市
社
協
だ
よ
り「
え
が
お
」
令
和
元
年
8
月
1
日
号

　　
稲
築
を
離
れ
早
く
も
50
年
近
く

に
な
り
ま
す
。
夫
の
転
勤
で
引
っ

越
す
こ
と
8
回
、
今
は
四
日
市
に

居
を
構
え
て
落
ち
着
い
た
日
々
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
エ
イ
ジ
と
言
わ
れ
る

年
に
な
り
、
し
き
り
に
ふ
る
さ
と

稲
築
の
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま

す
。
春
に
な
る
と
、
稲
築
公
園
か

ら
見
え
る
レ
ン
ゲ
畑
の
ピ
ン
ク
、

菜
の
花
畑
の
黄
、
麦
畑
の
緑
と
、

絨
毯
を
敷
き
詰
め
た
か
の
よ
う
な

光
景
は
、
今
で
も
目
に
浮
か
び
ま

す
。

　
私
達
は
第
1
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム

時
代
に
生
ま
れ
、
小
学
校
は
8
ク

ラ
ス
、
中
学
校
は
12
ク
ラ
ス
あ
り
、

教
室
や
運
動
場
、
遊
び
場
は
に
ぎ

や
か
な
声
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

時
代
の
流
れ
の
中
で
、
炭
鉱
の
閉

山
な
ど
で
多
く
の
人
た
ち
が
稲
築

を
離
れ
、
中
に
は
ブ
ラ
ジ
ル
へ
移

住
し
た
友
人
も
い
ま
し
た
。
そ
ん

な
つ
ら
い
時
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
残
っ
た
人
た
ち
は
力
を
合
わ

せ
、
新
し
い
街
づ
く
り
を
模
索
し

て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
時
の
山
野
鉱
業
所
の
炭
塵

爆
発
事
故
は
、
今
に
な
っ
て
も
心

に
強
く
残
っ
て
い
る
悲
し
い
出
来

事
で
し
た
。

　
先
日
帰
省
し
た
際
、
母
校
稲
築

高
等
学
校
跡
地
に
新
庁
舎
が
建
つ

と
聞
き
ま
し
た
。
私
の
実
家
は
高

校
の
開
始
予
鈴
が
鳴
っ
て
か
ら

走
っ
て
も
、
間
に
合
う
と
こ
ろ
に

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
姉
と
は
、「
私

た
ち
の
実
家
は
稲
築
の
1
等
地
に

あ
っ
た
の
か
も
ね
」
な
ん
て
話
を

し
た
も
の
で
す
。

　
近
い
将
来
、
リ
ュ
ッ
ク
を
背
に
、

ス
ニ
ー
カ
ー
を
履
き
、
思
い
出
を

た
ど
り
な
が
ら
ふ
る
さ
と
を
歩
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
今
日
こ
の
頃

で
す
。

社協だより「えがお」は、赤い羽根共同募金の配分金で発行しています。

編集後記

おがわ

　三菱第一行政区では、居場所や困った時の助け合
いの仕組みづくりが、自然な形でできています。「我
が事」「丸ごと」地域共生社会の実現に向けたヒント
を、たくさんもらうことができました。

　P8の暮らしのページでは、「父親が亡くなったと
きに、どうしていいか分からなかった」という声を
聞き、市役所や年金事務所で行う手続きをまとめま
した。いざという時に、お役立てください。いとう

うちだ

　スイミング教室では、子どもたちが身長より深いプー
ルの水面から、一所懸命に顔を出し、アップアップと
息つぎをしています。ガラス越しに見守る親御さんた
ちに、えがおで手を振る姿を微笑ましく思いました。

やました

　鴨生町行政区長の田中さんは、ラジオ体操が地域
の活性化につながることを願っておられます。行政
区外からの参加者も歓迎しているそうなので、興味
がある方はぜひお越しください。

やひろ

　成年後見Q&Aは、地域の方から寄せられた声や日
頃の業務で学んだことをもとに作成しています。私
自身、制度を調べるうちに知りたいことが増え、良
い刺激になっています。

「広報紙えがお」を読んで、次のク
イズにお答えください。正解者の
中から抽選で図書券（千円分）、ポ
ストカードセット（4枚組）をそれ
ぞれ1名の方にプレゼントします。

●応募方法
　①クイズの答え、 ②広報紙の感想､ ③郵便番号・住所、 ④氏名、
　⑤年齢、 ⑥電話番号をご記入の上、令和元年10月31日（必着）までに 
　ハガキ、またはＥメールにてご応募ください。
●送付先
　〒820-0205 嘉麻市岩崎1143番地3　嘉麻市社会福祉協議会
　E-mail:tiiki@kama.syakyo.com
●前号のクイズの答え
　（3）5つ　2019年度事業計画において、嘉麻市社会福祉協議会では、
　　　　　5つのセンターを設置しています。
●応募のあった方から社協だよりの感想をいただきましたので、紹介
　します。
・誘導員さんに見守られ、新一年生の手をとり横断歩道を渡っている小
学生の表紙の写真が大変良いと思いました。
　※当選者の発表は発送をもって代えさせていただきます。

　将棋大会を開催します。どなたでも参加
できますので、ぜひお申込みください。
場　　所　山田ふれあいハウス
日　　時　令和元年9月8日（日）
             　9時から15時まで

参 加 費　500円
参加定員　12名（先着順）
募集期間　令和元年8月16日（金）から
　　　　　8月31日（土）まで
申込方法　電話、来所にて受け付けます。

平成28年度に開催した協議体の勉強会をきっかけに
始まった鴨生町ふれあいラジオ体操は、間もなく
何年目を迎えるでしょうか？

（１）2年目　（２）4年目　（３）6年目

クイズ
社協だより社協だより社協だより

ふ
る
さ
とへの

手
紙

No.159

ふ
る
さ
と
は

遠
き
に
あ
り
て

思
う
も
の

三重県四日市市在住
しんばら　　ゆ　み

旧稲築町出身
新原　由美さん

つながり

問題

山田ふれあいハウスからのお知らせ山田ふれあいハウスからのお知らせ

　　　　　　　　山田ふれあいハウス 嘉麻市上山田502番地6　☎0948-52-1847申し込み・問い合わせ先

将
棋
大
会

参
加
者
募
集

休館日
お盆期間の8月13日
（火）から8月15日（木）
は、休館致します。
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	えがお02
	えがお03
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